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第 63 号

（１）

24年度決算認定される 

実質収支額5億2,500万円余 実質収支額5億2,500万円余 

財政状況　引き続き安定 

　

実
質
収
支
額
が
、　

年
度
よ
り
１
億
１
千
万
円
余
少
な

２３

い
が
、
減
債
基
金
（
貯
金
）
へ
２
億
円
積
立
て
た
こ
と
も

あ
り
、
こ
こ
数
年
間
続
い
て
い
る
余
裕
あ
る
財
政
状
況
と

言
え
ま
す
。

　

又
、
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
健
全
化
判
断
比
率
に
お
い

て
は
、
実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
と
も
一
層

改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。（
詳
し
い
数
値
は
村
広
報　

月
号

１０

４
〜
５
Ｐ
を
御
覧
下
さ
い
。）

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら　

２５

２５

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

２３

　

開
会
日
に
発
議
１
件
が
即
決
さ
れ
た
他
、
補
正
予

算
案
５
件
、　

年
度
決
算
認
定
６
件
は
そ
れ
ぞ
れ
予

２４

算
委
員
会
及
び
決
算
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
、
工
事
請
負
契
約
（
河
野
農
集
排
機
能
強
化

事
業
増
工
分
）
の
締
結
議
案
と
教
育
委
員
会
委
員
の

人
事
案
件
が
即
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
最
終
日
の　

日
に
は
一
般
会
計
補
正
予
算
１

２５

件
、
工
事
請
負
契
約
（
林
道
大
島
虻
川
線
坂
島
ト
ン

ネ
ル
補
強
工
事
）
の
締
結
議
案
、
損
害
賠
償
額
の
決

定
専
決
処
分
承
認
１
件
及
び
議
員
発
議
（
政
府
、
国

会
へ
の
意
見
書
提
出
）
２
件
が
提
案
さ
れ
、
開
会
日

に
委
員
会
付
託
さ
れ
た
案
件
も
含
め
、
全
て
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
に
は
請
願
、
陳
情
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、　

名
が
村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

１０

を
行
い
ま
し
た
。 第

３
回
定
例
会

　

年
度
決
算
の
概
要

２４

�
決
算
指
標
か
ら
み
た
豊
丘
村
の
財
政
状
況

�　

年
度
の
主
要
な
事
業
は

２４

◎
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
…
３
億
７
５
９
６
万
円

　
　

年
度
よ
り
の
繰
越
明
許
と
な
っ
て
い
た
本
事
業
の
実

２３
施
に
よ
っ
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

◎
有
害
鳥
獣
対
策
防
護
柵
設
置
事
業
…
１
億
９
０
４
万
円

　

既
に
設
置
済
み
の
南
部
地
区
に
続
い
て
、
村
中
央
〜
北

地
区
（
河
野
）
に　

㎞
余
設
置
し
、
全
地
区
に
わ
た
っ
て

２０

防
護
柵
が
張
ら
れ
ま
し
た
。

◎
市
田
柿
ブ
ラ
ン
ド
維
持
対
策
事
業
…
４
５
２
万
円

　

柿
の
重
要
病
害
で
あ
る
円
星
落
葉
病
の
伝
染
源
と
な
っ

て
い
る
放
任
樹
を
伐
採
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
田
柿
生

産
の
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
伐
採
本
数

は
、
３
０
３
０
本
で
す
。

◎
社
会
教
育
施
設
整
備
事
業

　

老
朽
化
し
て
い
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
替
わ
る
社
会

教
育
施
設
（
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
）
が
つ
い
に
着

手
と
な
り
ま
し
た
。　

年
度
で

２４

は
、
実
施
設
計
委
託
（
３
千
１

５
６
万
円
）
と
用
地
の
購
入

（
８
７
５
万
円
）
で
す
。

　

今
年
度
で
建
物
が
建
設
さ
れ
、

来
年
４
月
よ
り
オ
ー
プ
ン
と
な

る
予
定
で
す
。



（２）

平成25年10月18日とよおか議会だより

対前年比
決算額会計区分

増減率増減額
11.6484,3314,642,504歳入

一般会計
17.0589,6164,064,101歳出
2.613,606541,250歳入

国民健康保険

特
別
会
計

3.014,854516,800歳出
5.03,07165,016歳入

後期高齢者医療
4.82,99264,928歳出

▲ 1.3▲   9,921767,390歳入
介護保険

▲ 0.9▲   6,966761,239歳出
▲ 5.4▲ 15,516272,731歳入

簡易水道
▲ 9.9▲ 27,271247,894歳出
5.218,257368,696歳入

下水道事業
3.813,067357,661歳出
0.59,4972,015,083歳入

小計
▲ 0.2▲   3,3241,948,522歳出
8.0493,8286,657,587歳入

合計
10.8586,2926,012,623歳出

平成24年度  各会計の決算

歳出 

平成24年度一般会計歳入歳出決算額 

議会費 61,073（1.5％） 

衛生費 187,787（4.6％） 

労働費 16,191（0.4％） 農林水産業費 386,832（9.5％） 
商工費 28,899（0.7％） 

土木費 
620,070 
（15.3％） 

消防費 
538,563 
（13.3％） 

教育費 
285,134（7.0％） 

災害復旧費 
12,971（0.3％） 

公債費 354,283（8.7％） 

民生費 
937,156 
（23.1％） 

総務費 
635,142 
（15.6％） 

 

歳入 

分担金・負担金等 22,713（0.5％） 

地方譲与税等 
147,685（3.2％） 

使用料・手数料 107,444（2.3％） 

国庫支出金 
304,148（6.6％） 

県支出金 
246,358（5.3％） 

財産収入 
14,928 
（0.3％） 

繰入金 
1,341 
（0.0％） 

諸収入 61,635 
　　　（1.3％） 

（単位：千円） 

（単位：千円） 

繰越金 
683,688 
（14.7％） 

村税 
599,691 
（12.9％） 

地方債 
636,500 
（13.7％） 

歳入総額 

46億4,250万円 

歳出総額 

40億6,410万円 

地方交付税 
1,816,373 
（39.1％） 



第 63 号

（３）

�
一
般
会
計
補
正
第
４
号

・
補
正
額

　

６
億
７
２
９
６
万
円
の
減
額

・
総
額

　
　

億
７
１
６
０
万
円

４２

　

歳
入
は

　

決
算
の
確
定
に
よ
る
前
年
度
繰
越
金
２
億
５
９
２
９
万

円
の
追
加
で
、
繰
越
額
は
５
億
２
５
７
１
万
円
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
分
確
定
に
よ
る
８
５
２
６

万
円
の
追
加
で
、
計　

億
５
２
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

１６

　

減
額
が
多
額
と
な
っ
た
の
は
、
社
会
教
育
施
設
及
び
村

営
住
宅
建
設
に
係
る
国
庫
補
助
金
が
、　

年
度
補
正
予
算

２４

第
６
号
と
の
二
重
計
上
と
な
っ
た
も
の
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

　

又
、
同
様
の
理
由
に
よ
る
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
と
公

共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の

◎
地
下
水
及
び
表
流
水
の
調
査
委
託
料
…
２
百
万
円

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
よ
る
地
下
水

及
び
小
河
川
へ
の
影
響
を
調
査
委
託
す
る
も
の
で
す
。

◎
北
部
共
同
火
葬
場
負
担
金
…
３
８
７
４
万
円

　

本
年
度
の
工
事
費
に
対
す
る
豊
丘
村
の
負
担
金
で
す
。

◎
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
助
成
金
…　

万
円

３５

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

７５
費
用
を
、
約
半
額
（
３
５
０
０
円
）
助
成
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
吉
川
医
院
、
小
沢
医
院
、
下
伊
那
厚
生
病
院
で
は

補
助
金
を
差
引
い
て
の
支
払
い
、
他
の
医
療
機
関
で
は
、

い
っ
た
ん
全
額
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
松
く
い
虫
防
除
対
策
費
…
４
６
０
万
円

　

当
初
予
算
で
、
５
０
０
�
の
伐
倒
く
ん
蒸
を
予
算
化
し

て
い
ま
し
た
が
、
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
の
で
２
５
０
�

分
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◎
公
用
車
購
入
費
…
３
３
０
万
円

　

現
在
所
有
し
て
い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
、
８
人
乗
り

の
ミ
ニ
バ
ン
に
買
い
替
え
る
も
の
で
す
。

�
一
般
会
計
補
正
第
５
号

・
補
正
額

　

2
0
1
3
万
円

・
総
額

　
　

億
9
1
7
3
万
円

42

　

9
月　

日
の
台
風　

号
に
よ
る
大
雨
で
被
害
の
あ
っ
た

１６

18

村
道
、
林
道
、
耕
地
に
つ
い
て
、
グ
レ
ー
ダ
ー
借
上
げ
料

及
び
災
害
復
旧
費
に
係
る
も
の
で
す
。

25年度一般会計補正予算 

国庫補助金の二重計上減額で 

例年並みの予算規模に 

国庫補助金の二重計上減額で 

例年並みの予算規模に 

増えつつある松枯れ被害



（４）

平成25年10月18日とよおか議会だより

前
沢
議
員　

企
画
費
の
リ

ニ
ア
関
連
委
託
料
２
０
０

万
円
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

地
下
水
は
１

０
０
万
円
の
予
算
で
、
水

枯
れ
の
心
配
が
あ
る
地
域

の
利
用
状
況
を
検
討
し
て
、

水
量
や
簡
易
水
質
調
査
を

行
い
台
帳
を
作
る
。
河
川

な
ど
の
表
流
水
は
１
０
０

万
円
の
予
算
で
、
影
響
が

予
測
さ
れ
る
河
川
の
水
量

水
質
の
調
査
を
２
回
行
う

た
め
の
予
算
。

吉
川
議
員　

山
梨
県
笛
吹

市
の
視
察
で
は
、
ト
ン
ネ

ル
の
上
は
ほ
と
ん
ど
が
枯

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
教

訓
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
と
事
前

に
協
定
書
を
結
ぶ
こ
と
が

必
要
だ
。

川
野
議
員　

肺
炎
球
菌
予

防
接
種
の
補
助
金　

万
５

１７

千
円
の
補
助
対
象
者
と
内

容
は
。

住
民
課
長　

初
め
て
の
補

助
制
度
。　

歳
以
上
の
高

７５

リ
ニ
ア
の
水
枯
れ
対
策
の
内
容
は

＝
２
０
０
万
円
で
地
下
水
調
査
等
を
行
う
＝

戸
建
て
賃
貸
住
宅
の
変
更
内
容
は

＝
発
掘
調
査
の
た
め　

戸
に
変
更
＝

１６

齢
者
に
対
し
、
費
用
の
半

額
に
当
る
３
５
０
０
円
を

補
助
す
る
。
１
回
の
接
種

で
５
年
間
は
効
果
が
あ
る
。

酒
井
議
員　

松
く
い
虫
対

策
に
４
６
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
が
、
被
害
状
況

と
対
策
内
容
は
。

産
業
建
設
課
長　

当
初
予

算
で
計
上
し
た
分
は
す
で

に
実
施
し
た
。
被
害
が
予

想
以
上
に
広
が
っ
て
お
り
、

追
加
で
２
５
０
�
を
伐
倒

く
ん
蒸
し
た
い
。

松
下
議
員　

戸
建
て
賃
貸

住
宅
の
建
設
計
画
が
、
地

蔵
道
の
埋
蔵
文
化
財
の
関

係
で
変
更
に
な
っ
た
が
、

そ
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

地
蔵
道
は
発

掘
調
査
の
た
め
次
年
度
と

し
、
替
わ
り
に
八
王
子
の

旧
ミ
ヤ
マ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
跡

地
に
７
戸
、
前
か
ら
計
画

し
て
い
る
八
王
子
に
３
戸
、

中
部
三
に
３
戸
、
大
柏
に

３
戸
の
計　

戸
を
本
年
度

１６

に
建
設
す
る
。

川
野
議
員　

横
浜
ゴ
ム
㈱

の
平
塚
か
ら
の
移
住
者
は

決
ま
っ
た
か
。

村
長　

ま
だ
決
ま
っ
て
い

な
い
。
移
住
と
な
る
と
社

員
個
々
の
一
生
に
亘
る
問

題
な
の
で
、
何
回
も
面
接

す
る
な
ど
慎
重
に
行
っ
て

い
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
助
成
金
の
追
加
理
由
は

＝
障
害
を
も
た
れ
た
お
子
さ
ん
に
漏
れ
が
＝

川
野
議
員　

ラ
ン
ド
セ
ル

購
入
補
助
金
の
追
加
の
理

由
は
。

教
委
事
務
局
長　

ど
ん
ぐ

り
の
会（
障
が
い
児
を
持

つ
親
の
会
）か
ら
の
申
し

入
れ
で
、助
成
が
漏
れ
て

い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
。

今
回
、過
去
に
遡
り
３
名
の

児
童
の
方
に
助
成
し
た
い
。

村
長　

数
年
前
に
「
誕
生

日
本
贈
呈
漏
れ
」
が
あ
っ

た
が
、
何
故
こ
の
と
き
に

一
緒
に
考
え
な
か
っ
た
か

疑
問
だ
。
関
連
事
項
が
な

い
か
ど
う
か
な
ど
、
物
事

は
柔
軟
に
幅
広
く
考
え
対

処
す
る
よ
う
指
示
を
し
た
。

原
議
員　

奨
学
貸
付
金
１

９
２
万
円
の
補
正
内
容

は
。
ま
た
、
中
学
生
の
輝

丘
議
会
で
提
案
が
あ
っ
た

「
卒
業
後
に
帰
村
し
た
ら
返

却
し
な
く
て
よ
い
」
と
い

う
制
度
は
設
け
な
い
か
。

教
委
事
務
局
長　

今
回
、

不
足
の
３
名
分
を
計
上
し

た
。「
帰
村
し
た
ら
返
さ
な

く
て
も
よ
い
」
制
度
は
、

そ
の
基
準
な
ど
難
し
い
点

が
あ
り
考
え
て
い
な
い
。

補正予算の質疑から 

リニア工事の水枯れ対策の内容は 

建築が進む戸建て住宅（中部三）
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大
原
議
員　

ふ
る
さ
と
納

税
は
年
々
増
え
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
謝
礼
は
ど
う
し

て
い
る
か
。

総
務
課
長　

昨
年
は
２
２

１
人
か
ら
５
５
５
万
円
い

た
だ
い
た
。
お
陰
様
で

年
々
増
加
し
て
い
る
。
謝

礼
は
、
寄
付
金
額
の
３
割

相
当
の
農
産
物
等
を
お
送

り
し
て
い
る
。　

万
円
以

１０

上
は
、
３
万
円
相
当
の
品

と
松
茸
を
送
っ
て
い
る
。

唐
澤
議
員　

自
ら
つ
く
る

地
域
事
業
交
付
金
の
選
定

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
。

ま
た
、
補
助
率
の
設
定
基

準
は
。

総
務
課
長　

村
は
村
長
以

下
４
名
と
、
公
民
館
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
い
ち
理
事

長
、社
会
福
祉
協
議
会
長
、

区
長
会
Ｏ
Ｂ
代
表
１
名
の

合
計
８
名
。

　

採
択
基
準
と
補
助
率

は
、
事
業
内
容
に
つ
い
て

公
益
性
や
住
民
の
参
加
状

況
な
ど
総
合
判
断
し
て
決

め
て
あ
る
。

松
下
議
員　

毎
月
発
行
し

て
い
る「
広
報
と
よ
お
か
」

の
紙
面
充
実
策
は
。
ま

た
、
作
成
経
費
節
減
の
た

め
原
稿
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

酒
井
議
員　

地
蔵
道
に
開

設
し
た
宅
老
所
「
ど
ん
つ

く
」
の
運
営
状
況
は
ど
う

か
。

住
民
課
長　

昨
年
度
に
県

と
村
で
７
５
０
万
円
の
補

助
で
始
め
た
が
、
利
用
者

が
少
な
く
苦
戦
し
て
い
る
。

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
で
支

援
し
て
い
る
が
、
基
本
は

法
人
自
ら
の
企
業
努
力
が

大
切
。

片
桐
（
秀
）
議
員　

財
政

的
に
持
つ
か
心
配
だ
。
補

助
金
を
出
し
た
以
上
、
一

緒
に
な
っ
て
利
用
者
確
保

に
協
力
す
べ
き
だ
。

の質疑から   
の 経営は大丈夫 か 

ふ
る
さ
と
納
税
の
納
付
状
況
は

＝
２
２
１
人
か
ら
５
５
５
万
円
＝

タ
で
印
刷
業
者
へ
送
り
こ

ん
で
い
る
か
。

総
務
課
長　

日
頃
か
ら
、

読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
と

な
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て

い
る
。
デ
ー
タ
に
よ
る
原

稿
は
、
す
で
に
3
年
前
か

ら
行
っ
て
い
る
。

片
桐
（
眞
）
議
員　

だ
ん

Ｑ
く
ん
グ
ッ
ズ
の
販
売
店

と
種
類
は
。

総
務
課
長　

役
場
・
だ
い

ち
な
ど
村
内
の
店
で
販
売

し
て
い
る
。
現
在
は
2
種

類
だ
が
、
好
評
な
の
で
種

類
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

松
下
議
員　

村
長
と
し
ゃ

べ
ら
ま
い
会
が
好
評
と
聞

く
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
議
会
に
報
告
が
な
い
。

作
成
し
て
配
布
し
な
い
か
。

村
長　

ま
と
め
て
報
告
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
し
た

い
。

村
長　

早
急
に
何
ら
か
の

対
策
を
執
る
。

原
議
員　

独
居
老
人
宅
に

備
え
て
い
る
緊
急
通
報
装

置
の
使
用
実
績
は
。
ま
た
、

身
体
が
悪
化
す
る
と
「
使

い
た
く
て
も
使
え
な
い
」

よ
う
で
は
設
置
の
意
味
も

な
い
。

住
民
課
長　

現
在
、　

台
３０

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

役
場
ま
で
通
報
さ
れ
た
ケ
ー

ス
は
な
い
。
設
置
効
果
と

し
て
安
心
感
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
改
良
さ
れ
た
機

器
も
あ
る
の
で
、
今
後
研

究
し
た
い
。

広
報
と
よ
お
か
の
紙
面
充
実
策
は

＝
日
頃
か
ら
努
力
し
て
い
る
＝ 宅老所「どんつく」（庭木の奥に建物が）

宅
老
所
「
ど
ん
つ
く
」
の
状
況
は

＝
利
用
者
少
な
い
。
早
急
に
対
策
執
る
＝
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平成25年10月18日とよおか議会だより

存続が課題の村営田村駐車場

2 4 年 度 決 算
宅老所「どん つく」

川
野
議
員　

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
村
の
委

託
事
業
は
。
ま
た
、
役
場

南
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
の

掃
除
は
や
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

昨
年
度
は
水

道
検
針
他　

業
務
で
、
総

１５

額
７
６
０
万
円
を
委
託
し

た
。
公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃

は
、休
日
を
除
き
毎
日
行
っ

て
い
る
。

前
沢
議
員　

脳
血
管
障
害

の
早
期
発
見
の
た
め
「
脳

ド
ッ
ク
」
へ
の
助
成
を
考

え
な
い
か
。

住
民
課
長　

費
用
が
高
額

で
も
あ
り
、
や
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
他
町
村
の
動

き
な
ど
を
み
て
考
え
た
い
。

唐
澤
議
員　

市
田
柿
ブ
ラ

ン
ド
維
持
対
策
で
、　

万
７６

円
ほ
ど
か
け
た
が
効
果
は

ど
う
か
。

産
業
建
設
課
長　

３
千
本

ほ
ど
伐
採
し
た
。
落
葉
病

が
発
生
す
る
か
ど
う
か
、

効
果
の
有
無
は
今
後
、
見

定
め
る
必
要
が
あ
る
。

別
就
学
奨
励
費
は
、
南
小　

人
、
北
小
７
人
の　

人
。

１２

１９

酒
井
議
員　

中
学
校
体
育

館
の
吊
天
井
は
落
下
の
危

険
性
が
あ
る
。
改
修
予
定

は
。
ま
た
、
村
民
体
育
館

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
は
、

長
年
放
置
状
態
だ
が
ど
う

す
る
か
。

唐
澤
議
員　

小
松
理
容
院

前
の
村
営
駐
車
場
は
、
今

後
は
ど
う
す
る
か
。

村
長　

田
村
商
栄
会
の
現

状
か
ら
は
存
続
は
説
明
つ

か
な
い
。
契
約
期
限
は
来

年
末
だ
が
、
再
契
約
は
考

え
て
い
な
い
。
７
人
の
個

人
利
用
者
が
あ
り
、
今
後

よ
く
検
討
す
る
が
、
最
悪

も
想
定
を
。

前
沢
議
員　

児
童
生
徒
の

就
学
援
助
費
と
特
別
支
援

教
育
奨
励
費
の
受
給
者
数

は
。

教
委
事
務
局
長　

就
学
援

助
費
は
、
南
小
８
人
、
北

小
２
人
、
中
学　

人
。
特

１２

シ
ル
バ
ー
人
材
へ
の
委
託
状
況
は

＝
水
道
検
針
他　

業
務
で
７
６
０
万
円
＝

１５

田
村
の
村
営
駐
車
場
は
ど
う
す
る
か

＝
現
状
で
は
存
続
の
説
明
で
き
な
い
＝

中
学
校
体
育
館
の
吊
天
井
ど
う
す
る

＝
補
助
制
度
の
行
方
を
み
て
検
討
す
る
＝

教
委
事
務
局
長　

吊
天
井

は
、
地
震
対
策
補
助
制
度

の
行
方
を
み
な
が
ら
今
後

検
討
す
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
は
指
摘
の
と
お
り

の
状
態
。
撤
去
の
方
向
で

検
討
す
る
。

唐
澤
議
員　

村
税
の
差
押

え
収
入
額
は
い
く
ら
か
。

税
務
会
計
課
長　

差
押
え

は
預
金
な
ど
７
件
行
い
、

　

万
円
が
納
入
に
な
っ
た
。

５５片
桐
（
秀
）
議
員　

滞
納

処
分
は
難
解
な
法
律
知
識

が
必
要
。
職
員
は
よ
く

や
っ
て
い
る
。

川
野
議
員　

経
常
収
支
比

率
が　

・
３
と
前
年
比
１
・

７３

７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

原
因
と
、
こ
の
数
字
を
ど

う
み
る
か
。

総
務
課
長　

嘱
託
職
員
の

増
な
ど
が
反
映
さ
れ
た
。

こ
の
数
値
は
特
に
高
く
な

く
、
問
題
な
い
と
考
え
て

い
る
。

☆特別会計は紙面の都合で割

愛します。

☆議員の意思表示一覧は、全

議案について全議員賛成の

ため今回は割愛しました。
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1番　川野　孝子 議 員 （8ページ）

・特養の入所判定等について

・南相馬市との交流について

2番　吉川　明博 議 員 （9ページ）

・リニア中央新幹線に関連して

3番　片桐　秀人 議 員 （10ページ）

・肺炎球菌ワクチン予防接種の実施について

・「はつらつ」の利用者減少について

4番　大原千賀子 議 員 （11ページ）

・子どもたちの勤労体験キャリア教育と地域の

つながりについて

・日赤奉仕団について

5番　酒井　浩文 議 員 （12ページ）

・社会教育施設の管理・運営方法について

・現図書館の後利用方法と今後の展開について 

6番　井原　康明 議 員 （13ページ）

・「介護予防拠点施設はつらつ」の今後の位置づ

けは

・「豊丘村愛のかけはし事業要綱」の見直しにつ

いて

7番　片桐眞理子 議 員 （14ページ）

・猛暑対策について

・土曜日を活用した授業について

8番　前沢　光昭 議 員 （15ページ）

・子どもの食物アレルギー対策について

・大人の風疹予防対策について

9番　唐澤　啓六 議 員 （16ページ）

・社会保障制度改革国民会議報告書への見解は

・国保税課税方式の改善を

10番　松下　亨 議 員 （17ページ）

・リニア時代を見据えた村づくりについて

一般質問 一般質問 

10議員が質問 
村政を問

う 村政を問
う 
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平成25年10月18日とよおか議会だより

川野孝子議員

質
問　

豊
丘
村
の　

才
以

65

上
の
高
齢
者
独
居
世
帯
は

1
7
7
。
2
人
以
上
の
世

帯
2
4
3
、
合
わ
せ
て
4

2
0
世
帯
と
聞
い
て
い
る
。

高
齢
者
訪
問
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

住
民
課
長　

安
否
確
認
と

健
康
状
態
の
確
認
を
主
に

訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

年
度
は
2
0
7
世
帯

24
の
訪
問
を
行
っ
た
。

 特養の入所判定はどうするのか
答答  はやしの杜と協議し基準を確定する

質
問　

1
年
に
1
回
訪
問

で
き
な
い
状
況
を
ど
う
思

う
か
。

村
長　

年
に
1
回
は
訪
問

で
き
る
体
制
は
必
要
と
考

え
る
。

質
問　

社
会
福
祉
法
人

「
林
の
杜
」
で
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
特
養
も
、

平
成　

年
4
月
開
所
予
定

26

と
聞
く
が
、
入
所
の
判
定

基
準
は
ど
う
す
る
の
か
。

村
長　

内
部
で
優
先
入
所

基
準
の
作
成
を
進
め
て
い

る
。
９
月
末
に「
林
の
杜
」

と
協
議
を
し
確
定
し
て
い

き
た
い
。
入
所
の
申
し
込

み
受
付
の
開
始
は　

月
頃

12

と
考
え
て
い
る
。
入
所
基

準
の
公
平
性
と
透
明
性
が

大
事
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

質
問　

現
在
の
待
機
者
は

何
人
か
。

村
長　

現
在　

名
で
あ
る

21

が
、
申
し
込
み
開
始
に
あ

た
っ
て
新
た
な
申
し
込
み

者
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

厚
生
労
働
省
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
特
養
の

入
所
基
準
を
要
介
護
3
以

上
と
法
整
備
を
す
る
と
い

う
が
。

住
民
課
長　

来
年
4
月
の

開
所
の
時
点
で
は
、
要
介

護
1
・
2
の
人
も
入
所
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

南
相
馬
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

答答

更
に
深
め
て
い
き
た
い

質
問　

4
月　

・　

日
、

26

27

議
員
の
自
主
研
修
で
南
相

馬
市
の
現
状
を
視
察
し
た
。

戻
る
家
も
土
地
も
な
い
人

た
ち
が
、
仮
設
住
宅
で
元

気
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

て
感
動
し
た
。

　

豊
丘
ま
つ
り
実
行
委
員

会
を
中
心
に
里
山
汁
の
炊

き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

3
回
も
続
い
て
い
る
が
、

こ
の
活
動
に
頼
る
だ
け
で

な
く
村
と
し
て
の
支
援
策

は
な
い
か
。

村
長　

細
く
て
も
長
い
お

付
き
合
い
を
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
と
考
え
る
。
今

年
の
豊
丘
ま
つ
り
協
賛
の

経
営
者
協
議
会
で
行
う
講

演
会
に
、
南
相
馬
市
の
桜

井
市
長
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
機

に
お
付
き
合
い
を
深
め
て

い
き
た
い
。

建設が進む小規模特養

復興に向けてできることは
（南相馬市の被災状況）
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吉川明博議員

 リニア対策専門職員の配置時期は
答答  遅くならないタイミングで配置する

山梨県笛吹市黒駒地先リニア高架下32m　H25.8.29
（豊丘村でリニア中央新幹線を考える村民の会による視察にて）

質
問　

村
長
の
リ
ニ
ア
関

連
請
願
の
回
答
に
つ
い
て
、

6
月
議
会
に
て
村
民
の
請

願
の
答
え
の
文
章
に
、
村

が
笛
吹
市
現
地
視
察
を
計

画
し
な
い
、
と
の
答
え
の

理
由
と
し
て
「
工
事
は
既

に
終
わ
っ
て
い
る
」
と
い

う
文
言
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
現
地
の
工
事

の
現
状
把
握
し
、
工
事
が

完
成
し
て
い
る
と
し
た
か
。

リ
ニ
ア
対
策
室
長　

今
年

4
月　

日
に
役
場
職
員
数

２５

名
に
よ
る
山
梨
県
笛
吹
市

土
木
部
へ
の
リ
ニ
ア
に
関

す
る
視
察
を
行
い
、
笛
吹

市
担
当
者
か
ら
本
線
工
事

は
概
ね
終
了
し
、
8
月
の

走
行
試
験
に
向
け
最
終
工

事
を
し
て
い
る
と
の
話
を

も
と
に
答
弁
を
し
た
。

要
望　

リ
ニ
ア
の
請
願
は

増
え
て
く
る
。
リ
ニ
ア
関

連
の
請
願
の
み
な
ら
ず
、

誠
実
な
対
応
を
願
う
。

質
問　

9
月　

日
に
準
備

１８

書
が
公
表
さ
れ
る
。
す
で

に
工
事
を
進
め
て
き
た
笛

吹
市
又
は
大
月
市
な
ど
、

先
に
経
験
を
し
て
来
た
市

町
村
に
協
力
を
願
い
、
協

定
書
等
が
ど
の
よ
う
な
も

の
か
見
て
お
く
必
要
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

村
長　

笛
吹
市
と
大
月
市

担
当
者
か
ら
、
工
事
に
際

し
て
反
省
点
や
工
事
実
施

の
際
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
、

実
務
者
レ
ベ
ル
で
日
程
を

調
整
中
で
あ
る
。

質
問　

村
長
は
リ
ニ
ア
対

策
室
に
専
門
職
員
を
来
春

頃
配
置
す
る
と
し
て
い
る

が
、
現
時
点
で
は
時
期
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村
長　

9
月　

日
か
ら
リ

２０

ニ
ア
の
準
備
書
の
縦
覧
が

始
ま
る
。
何
が
問
題
に

な
っ
て
、
ど
う
い
う
対
応

が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ

と
が
具
体
的
に
な
っ
て
く

る
中
で
、
遅
く
な
ら
な
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
配
置
を
計

る
。

質
問　

リ
ニ
ア
新
幹
線
車

両
L
O
系
走
行
実
験
を
し

て
い
る
最
中
に
、
環
境
影

響
評
価
準
備
書
を
発
表
す

る
こ
と
に
矛
盾
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
現
在
の

実
験
線
は
、
走
行
線
路
が

一
つ
で
あ
り
、
時
速
5
0

0　

で
の
す
れ
違
い
に
よ

km
る
実
験
は
で
き
て
な
く
、

衝
撃
波
が
出
る
か
分
か
っ

て
い
な
い
。

　

リ
ニ
ア
L
O
系
走
行
実

験
を
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
同
時
に
進
め
る
こ
と
に

矛
盾
と
問
題
を
感
じ
る
が
、

村
長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ

る
か
。

村
長　

国
の
や
る
こ
と
で

あ
る
の
で
、
信
頼
す
る
し

か
な
い
と
思
う
。

要
請　

今
ま
で
の
鉄
道
工

事
の
中
で
、
問
題
点
が
発

覚
し
て
着
工
が
遅
れ
た
と

か
、
工
事
を
止
め
た
と
い

う
事
例
が
全
国
に
い
く
つ

も
あ
る
。
工
事
を
進
め
な

い
と
分
か
ら
な
い
が
、
そ

れ
に
対
応
す
る
た
め
備
え

は
行
政
で
す
る
し
か
な
い
。

私
ど
も
住
民
に
は
意
見
を

言
う
こ
と
も
で
き
な
い
と

思
う
。
こ
れ
は
今
後
の
工

事
期
間
中
、
完
成
後
の
運

営
中
に
大
き
く
影
響
す
る

と
考
え
る
。
工
事
初
期
か

ら
村
の
環
境
を
守
ら
れ
な

い
、
環
境
劣
化
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
村
が
対
応
す
る
諸

問
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
、
J
R
東
海
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
、

か
つ
村
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
詳
細
に
お
聞
き
し
、

J
R
に
訴
え
て
頂
き
た
い
。



（１０）

平成25年10月18日とよおか議会だより

増加する地域ミニデイ参加者

片桐秀人議員

質
問　

6
月
に
続
い
て
村

の
介
護
予
防
施
策
に
つ
い

て
伺
う
。
は
つ
ら
つ
の
利

用
者
は
昨
年
5
0
5
人
減

少
し
た
。
今
年
度
も
さ
ら

に
減
少
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
状
況
で
は
今
年
度
は

1
9
0
0
人
を
割
り
込
む

だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。

委
託
を
受
け
て
い
る
社
協

も
経
営
し
て
い
け
な
く
な

 「はつらつ」の利用者減の対策は
答答  メニューの検討をはじめたところ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

住
民
課
長　

現
在
、
原
因

に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め

た
と
こ
ろ
。
月
1
回
、
住

民
課
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
社
協
と
定
例
協
議

を
す
る
中
で
、
は
つ
ら
つ

の
メ
ニ
ュ
ー
の
変
更
を
検

討
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
昨
年
は
じ
め
た
地
域
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
役

割
分
担
を
検
討
し
て
い
る
。

は
つ
ら
つ
は
ハ
イ
リ
ス
ク

者
へ
の
介
護
予
防
3
ヶ
月

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
個
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
及
び
、

現
在
の
5
時
間
を
個
別
に

短
時
間
に
す
る
。
ミ
ニ
デ

イ
と
の
役
割
分
担
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

介
護
予
防
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
元
年
が
こ
う
い

う
結
果
だ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
村
長
の
考
え
は
。

村
長　

は
つ
ら
つ
の
人
数

が
減
っ
た
か
ら
機
能
し
な

か
っ
た
と
の
考
え
方
も
あ

る
が
、
介
護
予
防
と
は
、

は
つ
ら
つ
も
ミ
ニ
デ
イ
も

全
く
同
じ
で
あ
る
。
ミ
ニ

デ
イ
で
も
は
つ
ら
つ
で
も

良
い
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る

人
を
増
や
そ
う
と
い
う
こ

と
が
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

元
年
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ミ
ニ
デ
イ
は
現
在
も
増
加

中
で
、
サ
ロ
ン
林
里
や
、

ら
く
ら
く
サ
ロ
ン
を
加
え

れ
ば
さ
ら
に
大
勢
に
な
る
。

当
初
、
議
員
の
皆
様
か
ら

の
提
案
で
始
め
た
ミ
ニ
デ

イ
だ
が
、
は
つ
ら
つ
と
の

す
み
分
け
を
し
、
利
用
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

ミ
ニ
デ
イ
と
、
は

つ
ら
つ
を
一
緒
に
し
て
は

い
け
な
い
、目
的
が
違
う
。

は
つ
ら
つ
は
二
次
予
防
で

水
際
作
戦
と
も
言
え
、
ど

う
や
っ
て
介
護
状
態
を
回

復
さ
せ
て
い
く
か
で
あ
っ

て
一
緒
に
す
べ
き
で
は
な

い
。

　

村
長
は
村
全
般
を
見
て

い
く
立
場
に
あ
る
が
、
も

う
少
し
健
康
、
介
護
、
福

祉
の
方
面
に
も
顔
を
向
け

て
い
た
だ
き
た
い
。
担
当

課
長
に
つ
い
て
も
、
も
う

少
し
力
を
い
れ
て
も
ら
い

た
い
。

　

一
人
で
で
き
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
る
の
で
人
材

育
成
も
考
え
ら
れ
た
い
。 「はつらつ」で、クイズに熱中



第 63 号

（１１）

大原千賀子議員

 子どもの勤労体験の機会は
答答  福祉体験や職場体験をやっている

親・子ともに成長した通学合宿

日
赤
奉
仕
団
員
の
減
少
対
策
は

答答

団
員
確
保
策
を
検
討
す
る

質
問　

豊
丘
村
へ
は
他
県

か
ら
毎
年
、
子
ど
も
た
ち

が
勤
労
体
験
に
来
て
い
る
。

以
前
は
豊
丘
の
子
ど
も
た

ち
も
勤
労
体
験
で
農
家
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
と

思
う
。「
他
人
の
飯
を
食

う
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

勤
労
体
験
や
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
等
で
地
域
を
知
り
、

働
く
こ
と
で
気
遣
い
、
空

気
を
読
め
る
人
に
な
る
と

思
う
。
現
在
の
学
校
の
様

子
は
ど
う
か
。
ま
た
富
士

市
の
子
ど
も
た
ち
は
帰
っ

て
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
か
。

教
育
長　

豊
丘
の
子
ど
も

た
ち
は
２
年
前
か
ら
勤
労

体
験
は
し
て
い
な
い
、
今

は
中
学
生
が
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
し
て
３
年
生
が
職
場

体
験
、
２
年
生
は
福
祉
体

験
を
し
て
い
る
。
大
リ
ー

グ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
プ

ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
、

み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
る
と

い
う
、
自
分
の
役
割
に
気

付
い
た
。
家
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
自
分
の
役
割
に

気
付
い
て
欲
し
い
。
豊
丘

の
子
ど
も
た
ち
に
も
農
家

体
験
を
さ
せ
た
い
し
、キ
ャ

リ
ア
教
育
の
必
要
性
も
高

ま
っ
て
い
る
。
富
士
市
の

子
ど
も
た
ち
は
今
年
で　
２９

年
に
な
る
。　

周
年
記
念

２０

質
問　

竜
巻
、異
常
気
象
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
、
地

域
で
の
助
け
合
い
の
必
要

が
あ
る
。
現
在
の
日
赤
の

状
況
と
、
団
員
が
減
少
し

た
原
因
は
。

住
民
課
長　

昨
年
よ
り　
３５

人
減
少
。
高
齢
化
、勤
務
、

三
役
が
出
来
な
い
等
の
理

由
で
、田
村
区
が
減
っ
た
。

質
問　

男
性
も
良
い
の
で

消
防
と
同
じ
と
認
識
し
、

三
役
の
役
割
も
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
。
役
場

職
員
や
奥
さ
ん
は
ぜ
ひ
団

員
に
。

村
長　

団
員
が
減
っ
た
事

は
残
念
、
こ
れ
以
上
減
ら

な
い
方
策
を
検
討
す
る
。

通
学
合
宿
の
今
後
は

答答

来
年
以
降
も
続
け
る

質
問　

慈
恵
園
で
の
通
学

合
宿
の
状
況
、
様
子
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。
今
後
の

予
定
は
ど
う
か
。

教
育
長　

小
学
4
年
生
を

対
象
に
、
本
村
の
宝
で
あ

る
慈
恵
園
に
お
世
話
に

な
っ
た
。
親
御
さ
ん
も
心

配
さ
れ
て
い
た
が
子
ど
も

た
ち
は
生
き
生
き
と
し
て

い
た
。
来
年
以
降
も
続
け

た
い
。

日赤奉仕団員の活動

誌
に
「
荒
れ
て
い
た
生
徒

た
ち
が
勤
労
体
験
で
豊
丘

の
素
晴
ら
し
さ
、
農
家
の

方
々
の
温
か
さ
に
ふ
れ
、

健
全
な
学
校
に
な
っ
た
」

と
あ
る
。



（１２）

平成25年10月18日とよおか議会だより

酒井浩文議員

質
問　

豊
丘
村
が
目
指
す

社
会
教
育
テ
ー
マ
の
中
で
、

社
会
教
育
施
設
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
。

施
設
に
ど
の
よ
う
な
効
果

を
期
待
し
、
ど
の
よ
う
な

村
の
未
来
像
を
描
い
て
い

る
か
。

村
長　

豊
か
で
充
実
し
た

人
生
を
送
る
に
は
、
新
た

な
知
識
や
技
術
の
習
得
の

場
が
必
要
、
こ
の
中
心
的

 社会教育施設の管理・運営方法は
答答  業務委託を考えている

な
役
割
を
担
う
の
が
公
民

館
で
あ
り
、ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
学
習
機
会
の
提
供
が
役

割
で
あ
る
。
新
し
い
施
設

は
、
利
用
者
が
快
適
に
、

活
発
に
活
動
す
る
場
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

若
い
人
た
ち
が
集
え
る
場

所
と
な
る
施
策
、
運
営
も

大
切
で
あ
り
、
元
気
な
地

域
づ
く
り
、
村
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

教
育
長　

若
者
の
ニ
ー
ズ

を
取
り
入
れ
て
、
新
し
い

グ
ル
ー
プ
等
が
活
発
に
活

動
し
、
豊
か
な
村
民
づ
く

り
の
礎
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
新
図
書
館

に
は
サ
ロ
ン
機
能
も
取
り

入
れ
て
い
る
。
み
ん
な
が

集
え
る
場
を
つ
く
り
、
故

郷
を
愛
す
る
輝
く
人
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

完
成
後
は
施
設
機

能
を
最
大
限
に
活
か
し
、

利
用
者
に
喜
ば
れ
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
ソ
フ

ト
面
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
。
施
設
の
規
模
、
機
能

面
か
ら
指
定
管
理
制
度
を

採
用
し
た
ら
ど
う
か
と
考

え
る
が
、
今
後
の
管
理
運

営
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

教
委
事
務
局
長

指
定
管
理
制
度
は
管
理
運

営
権
限
を
委
任
す
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
コ
ス

ト
削
減
が
期
待
で
き
る
反

面
、
管
理
運
営
責
任
に
よ

る
問
題
も
懸
念
さ
れ
る
。

よ
っ
て
現
在
同
様
の
、
夜

間
・
休
日
管
理
の
業
務
委

託
を
考
え
て
い
る
。

　

新
施
設
は
現
在
よ
り
身

近
な
施
設
に
な
る
の
で
、

図
書
館
な
ど
、
専
門
性
や

効
果
面
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
ソ
フ

ト
面
の
充
実
が
重
要
で
あ

り
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

現
図
書
館
の
後
利
用
方
法
は

答答

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
改
修
し
活
用

質
問　

現
図
書
館
の
後
利

用
方
法
を
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
か
。
立
地
的

な
不
都
合
は
な
い
か
。
改

修
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う

な
機
能
、
ど
の
程
度
の
予

算
を
計
画
し
て
い
る
か
。

住
民
課
長　

改
修
し
機
能

を
変
え
て
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活

用
を
検
討
し
て
い
る
。
新

施
設
と
の
間
隔
が　

ｍ
の

４.３

た
め
、
冬
は
日
当
た
り
が

あ
ま
り
良
く
な
い
が
夏
は

涼
し
い
。
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
支
援

の
拠
点
と
し
て
子
育
て
支

援
員
が
常
駐
し
、
子
育
て

相
談
や
子
育
て
サ
ロ
ン
の

場
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
拠
点
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
常
駐
し
、打
ち
合
わ
せ

や
交
流
、軽
作
業
の
場
と
し

て
活
用
す
る
。
改
修
事
業

費
１
千
万
円
、
内
１
／
２

県
補
助
金
を　

年
度
事
業

２６

と
し
て
見
込
ん
で
い
る
。

工事が始まった社会教育施設



第 63 号

（１３）

井原康明議員

 「はつらつ」の今後の位置づけは
答答  介護予防拠点施設として重みをつける

介護予防期待の「はつらつ」

「
愛
の
か
け
は
し
要
綱
」の
見
直
し
は

答答

早
急
に
見
直
し
を
図
る

質
問　

介
護
予
防
施
設

「
は
つ
ら
つ
」
が
開
設
さ

れ
数
年
が
経
過
し
た
が
、

平
成　

年
と　

年
（
3
0

１９

２０

3
6
人
）
の
利
用
を
ピ
ー

ク
に
、
年
々
利
用
者
が
減

少
傾
向
の
報
告
が
出
て
い

る
。
原
因
は
特
定
出
来
な

い
が
、
地
域
ミ
ニ
デ
イ
の

拡
充
に
よ
り
影
響
が
出
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

住
民
課
長　

昨
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
地
域
ミ
ニ
デ

イ
に
関
し
、
P
R
不
足
も

あ
り
利
用
者
さ
ん
が
少
し

混
乱
し
た
面
が
あ
っ
た
。

質
問　

「
は
つ
ら
つ
」
は
、

も
社
協
と
も

協
力
を
し
て

存
続
を
図
る

質
問　

社
協

の
事
業
に
よ

っ
て
発
生
す

る
効
果
や
成

果
の
意
味
が

現
れ
る
よ
う

に
、
担
当
課

と
社
協
と
の

連
携
や
協
力

体
制
を
ど
う

考
え
る
か
。

質
問　

現
在
平
成　

年
に

２０

で
き
た
要
綱
で
、
若
者
の

結
婚
を
支
援
す
る
「
愛
の

か
け
は
し
」
と
言
う
要
綱

が
存
在
す
る
が
、
内
容
的

に
現
在
の
人
口
増
や
、
高

齢
者
同
士
の
結
婚
な
ど
に

は
内
容
が
マ
ッ
チ
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

住
民
課
長　

人
口
増
は
決

し
て
若
者
の
み
で
は
な
く
、

幅
広
い
年
齢
層
に
も
該
当

す
る
。

質
問　

結
婚
（
成
婚
）
の

仲
介
者
に
報
奨
金
が
支
給

さ
れ
る
制
度
で
も
あ
る
が
、

こ
の
要
綱
は
、
報
奨
金
の

需
給
対
象
は
成
婚
の
時
の

条
件
で
年
齢
規
定
が
あ
る
。

　

歳
以
上
の
方
同
士
で
成

４５婚
し
て
も
仲
介
者
へ
の
報

奨
金
支
給
は
該
当
せ
ず
、

若
者
と
高
齢
者
と
の
差
別

的
な
内
容
と
も
取
れ
る
、

こ
の
年
齢
制
限
を
廃
止
で

き
な
い
か
。

村
長　

指
摘
の
通
り
と

思
っ
て
い
る
、
早
急
に
外

す
方
向
で
検
討
す
る
。

要
望　

婚
活
支
援
者
は

「
愛
ネ
ッ
ト
北
部
」
を
除

い
て
、
結
婚
相
談
員
と
し

て
約　

名
程
い
る
。
そ
の

１０

他
に
個
人
的
に
お
世
話
を

し
て
い
る
方
が
村
内
に
も

居
る
と
聞
く
、
そ
れ
ぞ
れ

長
年
努
力
は
し
て
い
る
が

な
か
な
か
成
果
が
出
な
い

の
が
現
状
。
結
婚
相
談
は

年
齢
の
高
い
方
も
対
象
な

の
で
現
在
の
若
者
支
援
の

要
綱
の
趣
旨
内
容
で
な
く

す
べ
て
の
方
が
対
象
に
な

る
よ
う
、
ま
た
人
口
増
の

意
味
も
含
め
た
趣
旨
内
容

の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

こ
の
変
更
に
よ
り
、
個
人

的
に
お
世
話
し
た
方
や
、

相
談
員
の
努
力
も
報
わ
れ

る
と
思
う
。

住
民
課
長　

現
在
月
1
回

の
定
例
協
議
を
実
施
し
て

い
る
が
今
後
は
職
員
同
士

の
協
力
も
進
め
、
事
業
内

容
も
改
善
を
図
り
な
が
ら

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も

取
り
入
れ
て
、
目
に
見
え

る
よ
う
な
体
制
つ
く
り
を

目
指
す
。

介
護
予
防
拠
点
施
設
と
し

て
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、

地
域
ミ
ニ
デ
イ
と
は
内
容

的
に
異
な
る
事
業
の
性
質

を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
今
後
の
位
置
づ
け

を
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

住
民
課
長　

一
次
予
防
対

策
の
地
域
ミ
ニ
デ
イ
と
二

次
予
防
対
策
の
「
は
つ
ら

つ
」
と
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
な
が
ら
力
を
入
れ

て
行
く
。

副
村
長　

「
は
つ
ら
つ
」

は
要
介
護
に
な
ら
な
い
為

の
施
設
で
あ
り
、
二
次
予

防
の
施
設
と
し
て
今
後
と

婚活の中心
役場横の「愛ネット」

。



（１４）

平成25年10月18日とよおか議会だより

猛暑に負けない子どもたち

片桐眞理子議員

質
問　
　

度
以
上
の
猛
暑

３０

日
が
続
い
た
今
夏
で
あ
っ

た
。
年
々
猛
暑
と
の
戦
い

は
続
く
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
さ
れ
る
。
高
齢
者
等

へ
の
予
防
の
啓
発
、
喚
起

は
ど
う
さ
れ
て
い
る
か
。

住
民
課
長　

水
分
補
給
、

扇
風
機
、
ク
ー
ラ
ー
の
適

切
な
使
用
、
食
事
、
体
調

管
理
に
つ
い
て
、
広
報
や

有
線
で
呼
び
か
け
を
行
っ

 保育所へのクーラー設置は
答答  場所を精査し検討する

て
い
る
。

要
望　

高
齢
者
へ
の
訪
問

事
業
の
中
で
、
見
守
り
や

丁
寧
な
訪
問
指
導
を
お
願

い
し
た
い
。

質
問　

体
温
調
節
が
未
発

達
な
未
満
児
は
、
自
分
か

ら
水
分
補
給
や
体
調
不
良

を
訴
え
る
の
が
難
し
い
。
風

通
し
の
悪
い
部
屋
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
の

質
問　

子
ど
も
た
ち
が
家

庭
や
地
域
で
過
ご
す
時
間

を
増
や
す
と
い
う
事
で
始

め
た
学
校
週
５
日
制
で
あ

る
が
、
必
ず
し
も
有
意
義

に
過
ご
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
も
い
る
。
全
国
で
は
月

に
１
回
程
度
、
小
中
学
校

で
土
曜
日
の
授
業
を
実
施

し
て
い
る
所
も
あ
る
。
文

科
省
で
は　

年
度
概
算
要

２６

求
に
土
曜
授
業
の
推
進
に

関
す
る
予
算　

億
円
を
盛

２０

り
込
む
と
い
う
報
道
も
あ

る
。
村
の
現
状
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長　

学
校
現
場
で
は

時
間
的
余
裕
が
な
く
な
る

等
、
こ
の
改
革
に
は
様
々

な
意
見
や
課
題
が
あ
る
。

本
当
の
子
ど
も
の
た
め
の

改
革
に
な
る
か
と
い
う
視

点
で
見
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

考
え
は
ど
う
か
。

村
長　

来
年
度
、
付
け
る

場
所
を
精
査
す
る
中
で
設

置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

質
問　

水
道
水
の
水
圧
を

利
用
し
気
化
熱
で
周
囲
の

温
度
を
下
げ
る
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
。
設
置
費
用
も
安
価

で
子
ど
も
た
ち
に
も
好
評

と
聞
く
。
設
置
に
つ
い
て

研
究
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。

保
育
所
長　

研
究
し
た
上

で
導
入
の
是
非
を
考
え
る
。

質
問　

小
中
学
校
で
の
猛

暑
対
策
の
現
状
は
。

教
育
長　

扇
風
機
は
す
べ

て
の
教
室
に
設
置
し
て
い

る
。
ク
ー
ラ
ー
は
保
健
室

音
楽
室
に
入
っ
て
い
て
他

町
村
と
比
べ
る
と
早
い
方

だ
。
今
後
猛
暑
日
が
増
え

て
く
れ
ば
ク
ー
ラ
ー
、
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
等
研
究
し

て
い
く
必
要
も
あ
る
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
裸
足
で

歩
け
ず
断
熱
マ
ッ
ト
を
敷

い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

帰宅途中のおしゃべりも大事

土
曜
日
を
活
用
し
た
授
業
は

答答

様
々
な
意
見
や
課
題
が
あ
る
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前沢光昭議員

 子どもの食物アレルギー対策は
答答  危機管理マニュアルで対応

肉類　2％ 

ナッツ類　2％ 

大豆　2％ 

魚卵　3％ 

ピーナッツ　3％ 

魚類　4％ 

ソバ　5％ 

果物類　6％ 

甲殻類　6％ 

その他　6％ 

鶏卵 

38.3％ 

牛乳 

15.9％ 
小麦 

8％ 

「食物アレルギー診療ガイドライン2012」 
（日本小児アレルギー学会食物アレルギー委員会）より引用 

アレルギーを起こしやすい食品 質
問　

子
ど
も
の
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
が
近
年
増
加
し

て
い
る
。
昨
年
東
京
の
小

学
校
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
ー

シ
ョ
ッ
ク
と
思
わ
れ
る
症

状
で
死
亡
す
る
事
故
が
起

き
た
。
国
は
こ
の
事
を
重

視
し
て
全
国
の
小
中
学
校

へ
の
対
応
を
求
め
た
。

�
豊
丘
村
で
の
現
在
対
象

者
は
ど
の
く
ら
い
か
。

�
豊
丘
村
で
の
現
在
の
対

応
は
。

�
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
た

と
き
の
対
応
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

教
育
長　

長
野
県
教
育
委

員
会
で
も
適
切
な
対
応
を

取
る
よ
う
通
達
が
来
た
の

で
改
め
て
対
応
を
見
直
し

た
。

�
状
況
は
北
小
学
校
が
4

名
果
物
類
、
魚
介
類
、
牛

乳
や
小
麦
、
蕎
麦
な
ど
。

南
小
学
校
は　

名
で
内
容

２４

は
北
小
と
同
様
。
中
学
校

で　

名
、
内
容
は
小
学
校

11
と
同
様
で
あ
る
が
、
野
菜

ア
レ
ル
ギ
ー
も
い
る
。

�
一
人
ひ
と
り
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
。

�
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
対
応
し
て
い
る
。
ま
ず

医
者
に
連
絡
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
が
、
現
在
注
射
等

は
準
備
し
て
な
い
が
今
後

必
要
に
な
れ
ば
常
備
す
る

こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

　

も
し
も
の
場
合
医
者
が

来
る
ま
で
間
に
合
わ
な
い

可
能
性
も
あ
る
。
医
師
法

も
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で

常
備
し
、
先
生
等
の
対
応

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

質
問　

今
年
に
入
り
風
疹

の
大
流
行
が
伝
え
ら
れ
、

過
去
最
高
と
の
報
道
も
あ

る
。
今
の　

〜　

才
代
は

２０

４０

予
防
接
種
を
受
け
て
な
い

か
、
受
け
て
い
て
も
免
疫

が
な
い
人
が
多
い
。
大
人

が
か
か
る
と
大
変
で
、
と

り
わ
け
妊
婦
が
か
か
る
と

障
害
を
も
っ
た
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

妊
婦
が
受
け
て
い
て
も
配

偶
者
が
か
か
れ
ば
意
味
が

な
い
。
周
知
の
意
味
も
含

め
予
防
接
種
に
補
助
が
必

要
で
は
な
い
か
。
予
算
は

豊
丘
村
の
規
模
な
ら
数
十

万
円
で
済
む
。

住
民
課
長　

現
在
の
予
防

接
種
は
推
奨
し
て
受
け
て

大
人
の
風
疹
予
防
接
種
に
補
助
を

答答

今
後
の
推
移
を
見
極
め
る

も
ら
っ
て
い
る
。
広
報
等

で
予
防
法
や
抗
体
検
査
、

受
診
の
相
談
を
し
て
い
る
。

村
長　

成
人
の
場
合
、
気

が
つ
か
ず
に
感
染
す
る
こ

と
も
あ
る
と
聞
く
。
今
後

の
推
移
が
ど
う
な
る
の
か

を
見
極
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

安全な給食を楽しむ子どもたち



（１６）

平成25年10月18日とよおか議会だより

デイサービスの送迎風景

唐澤啓六議員

質
問　

本
村
の
国
保
税
は

こ
こ
数
年
間
値
上
げ
が
連

続
し
、
被
保
険
者
が
税
負

担
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　

当
村
の
国
保
税
は
、
所

得
比
例
部
分　

％
で
あ

４５

り
、
１
０
０
％
所
得
比
例

の
保
険
料
と
な
っ
て
い
る

被
用
者
保
険
と
は
、
課
税

方
式
に
お
い
て
大
き
な
違

い
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
資
産
へ
の

課
税
は
低
所
得
者
に
と
っ

て
応
益
割
部
分
に
適
用
さ

れ
て
い
る
軽
減
措
置
が
な

く
、負
担
増
の
一
因
に
な
っ

て
い
る
。

　

資
産
割
課
税
を
し
て
い

な
い
保
険
者
は
全
国
に
は

都
市
部
を
中
心
に
多
く
あ

り
、
後
期
高
齢
者
医
療
で

も
資
産
へ
の
課
税
は
し
て

い
な
い
。

　

資
産
割
の
賦
課
構
成
割

合
を
毎
年
徐
々
に
下
げ
、

将
来
全
廃
を
目
指
す
こ
と
。

　

ま
た
、
そ
の
際
応
益
割

部
分
に
つ
い
て
は
、
現
状

よ
り
多
く
し
な
い
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
。

　

国
保
税（
料
）の
賦
課
方

 国保税課税方式の改善を
答答  広域化の流れもあり、誰もが納得できる方式を

式
に
つ
い
て
の
全
国
及
び

県
内
の
状
況
に
つ
い
て
も

伺
う
。

住
民
課
長　

県
内
で
資
産

割
賦
課
を
し
て
い
な
い
市

町
村
は　

市
町
村
中
３
市

７７

で
あ
る
。
全
国
で
は
約　
３０

％
の
区
市
町
村
が
資
産
に

賦
課
を
し
て
い
な
い
。

村
長　

資
産
へ
の
課
税
が

国
保
の
中
で
ど
う
い
う
背

景
で
出
て
き
た
の
か
は
承

知
し
て
い
な
い
が
、
多
分

（
資
産
を
）
持
つ
も
の
が

余
分
に
出
せ
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
。

　

現
在
で
は
、
資
産
が
利

益
を
生
み
出
さ
な
い
こ
と

が
多
々
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、指
摘
は
良
く
わ
か
る
。

　

時
代
に
合
う
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
は
大
事
な
こ

と
だ
と
思
う
が
、
国
保
制

度
も
県
一
本
で
の
広
域
化

の
流
れ
も
あ
り
、
誰
も
が

納
得
で
き
る
も
の
に
し
て

い
き
た
い
。

介
護
保
険
利
用
料
の
引
き
上
げ
は
ど
う
考
え
る

答答

持
続
可
能
な
制
度
維
持
の
た
め
仕
方
な
い

質
問　

社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
の
報
告
書
は

社
会
保
障
の
全
分
野
に
わ

た
っ
て
、
制
度
内
容
を
後

退
さ
せ
る
一
方
、
負
担
は

増
大
と
国
民
生
活
に
と
っ

て
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
介
護
分
野
の
中

で
次
の
2
点
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
う
。

�
利
用
料
負
担
を
2
0
1

5
年
度
よ
り
1
割
か
ら
2

割
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
に

つ
い
て

�
特
養
へ
の
入
所
対
象
者

を
介
護
度
3
以
上
に
限
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て

村
長　

�
将
来
、
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
と
我

国
の
財
政
を
考
え
た
時
、

あ
る
程
度
以
上
の
年
収
の

方
の
2
割
負
担
は
仕
方
な

い
と
考
え
る
。

�
介
護
度
の
み
で
な
く
、

そ
の
人
の
状
況
を
見
る
中

で
必
要
度
に
よ
る
優
先
順

位
が
高
ま
る
方
も
い
る
と

思
う
の
で
そ
の
よ
う
な
も

の
を
し
っ
か
り
見
る
中
で

正
し
い
判
断
を
す
べ
き
と

考
え
る
。

　

特
養
「
は
や
し
の
杜
」

の
入
所
に
つ
い
て
は
、
介

護
度
と
優
先
入
所
の
バ
ラ

ン
ス
を
公
平
な
目
で
み
て

判
断
し
て
い
く
。

、
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 ふるさと大使を拡充した定住対策は
答答  村出身者の人脈等の活用を進める

ふるさと大使でご活躍中の
丸山克俊教授

質
問　

リ
ニ
ア
新
幹
線
の

中
間
駅
や
ル
ー
ト
が
も
う

す
ぐ
発
表
さ
れ
、
新
し
い

時
代
が
現
実
と
な
る
。
そ

こ
で
リ
ニ
ア
時
代
に
向
け

て
企
業
・
移
住
者
の
呼
び

込
み
に
つ
い
て
、
村
独
自

の
施
策
は
何
か
。

村
長　

企
業
誘
致
に
つ
い

て
は
残
念
な
が
ら
特
別
な

も
の
は
な
い
。
人
口
増
対

策
は
、
戸
建
て
住
宅
の
建

設
や
住
宅
・
土
地
取
得
に

対
す
る
最
高
１
４
０
万
円

の
助
成
金
が
あ
り
、
注
目

を
浴
び
て
い
る
。

質
問　

現
在
、
丸
山
克
俊

先
生
に「
ふ
る
さ
と
大
使
」

を
お
願
い
し
て
四
季
大
学

の
講
師
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
こ
の
「
ふ

る
さ
と
大
使
」
制
度
を
拡

充
す
る
こ
と
は
考
え
な
い

か
。
豊
丘
出
身
者
の
人
脈

や
「
つ
て
」
を
総
活
用
す

れ
ば
、
多
く
の
企
業
や
人

材
と
の
繋
が
り
が
で
き
、

移
住
者
が
見
込
ま
れ
る
。

村
長　

関
東
豊
丘
会
な
ど

で
は
皆
さ
ん
が
田
舎
の
こ

と
を
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。

い
ろ
ん
な
才
能
を
お
持
ち

の
方
が
い
る
。
彼
ら
を

使
っ
た
り
、
彼
ら
の
人
脈

を
使
わ
な
い
手
は
な
い
。

こ
の
取
組
み
を
進
め
た
い
。

空
家
問
題
、国
も
法
制
化
の

動
き
が
あ
る
が
… 

答答
国
の
動
向
を
み
て
早
期
に
条
例
化
す
べ
き 増えている空家・廃屋

質
問　

リ
ニ
ア
時
代
に
向

け
昔
な
が
ら
の
原
風
景
を

取
り
戻
す
施
策
の
ひ
と
つ
、

景
観
阻
害
と
危
険
性
は
ら

む
喫
緊
課
題
の
廃
屋
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。
現
在
の

検
討
状
況
と
今
後
の
対
策

は
。

環
境
課
長　

現
在
、
税
務

係
で
全
棟
調
査
の
最
中
で
、

同
時
に
区
・
自
治
会
に
調

査
依
頼
が
必
要
な
課
題
。

仮
に
条
例
を
作
っ
て
も
す

べ
て
解
決
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
。
国
会
に
お
い
て

も
議
員
立
法
で
法
制
化
を

考
え
て
お
り
、
成
り
行
き

を
注
目
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

飯
田
市
で
は
3
月

議
会
で
「　

年
度
中
に
は

２５

条
例
化
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、
国
で
法
令
化

す
る
動
き
が
あ
り
、
こ
れ

を
見
極
め
て
条
例
を
作
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
村
長
と
し
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

村
長　

豊
丘
で
も
あ
ち
こ

ち
に
空
家
が
見
え
る
。
条

例
を
作
っ
て
も
民
法
な
ど

上
位
法
が
あ
り
、
す
ぐ
に

解
決
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
国
の
様
子
を
見
な
が

ら
早
期
に
条
例
を
作
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。



（１８）

平成25年10月18日とよおか議会だより

発生土と水の問題が最大課題 

酒　井　浩　文 リニア特別委員長 

リニア特別委員会の活動報告 

リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
をををををををををををををををををををを
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

リ
ニ
ア
準
備
書
を
公
表

ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
がががががががががががががががががががが
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
らららららららららららららららららららら
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
にににににににににににににににににににに

ル
ー
ト
が
明
ら
か
に

　

９
月　

日
、
Ｊ
Ｒ
東
海

１８

は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

環
境
影
響
評
価
準
備
書
を

公
表
し
ま
し
た
。
準
備
書

は
ル
ー
ト
の
詳
細
や
中
間

駅
の
位
置
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
結
果
を
記
し
た

も
の
で
、　

日
か
ら
役
場

２０

内
で
の
縦
覧
と
、
Ｊ
Ｒ
東

海
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。

村
内
の
ル
ー
ト
を
要
約
す

る
と
、
大
鹿
村
境
か
ら
ト

ン
ネ
ル
で
西
南
西
方
向
に

進
み
、
福
島
地
区
付
近
で

ほ
ぼ
西
に
方
向
を
変
え
、

村
道
壬
生
沢
線
南
入
付
近

で
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
地
上

部
と
な
り
、
壬
生
沢
川
を

越
え
て
喬
木
村
へ
抜
け
る

ル
ー
ト
で
、
通
過
延
長
約

　

キ
ロ
の
ほ
と
ん
ど
が
ト

１０ン
ネ
ル
と
な
り
ま
す
。
ま

た
ト
ン
ネ
ル
坑
口
上
段
の

柏
原
地
区
に
は
変
電
施
設

が
、
戸
中
、
坂
島
地
区
の

２
か
所
に
は
非
常
口
（
作

業
用
ト
ン
ネ
ル
）
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
影

響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
は
、

役
場
リ
ニ
ア
対
策
室
と
連

携
し
、
住
民
の
生
活
や
環

境
へ
の
影
響
を
少
な
く
す

る
方
法
を
検
討
し
、
情
報

の
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
のののののののののののののののののののの

準
備
書
公
表
後
の対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応
をををををををををををををををををををを
検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検
討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討

対
応
を
検
討

　

９
月　

日
、
準
備
書
発

２４

表
後
初
の
リ
ニ
ア
特
別
委

員
会
で
は
、
準
備
書
で
明

ら
か
に
な
っ
た
情
報
を
基

に
課
題
を
出
し
合
い
、
準

２
回
開
催
さ
れ
る
説
明
会

に
先
立
ち
、
問
題
点
を
明

確
に
す
る
た
め
、
村
内
予

定
ル
ー
ト
の
視
察
の
実
施

を
確
認
し
ま
し
た
。

備
書
に
対
す
る
意
見

書
を
議
会
と
し
て
集

約
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に

送
る
方
針
を
確
認
し

ま
し
た
。

�
発
生
土
と
道
路
の

問
題

�
水
の
問
題

�
総
合
的
な
問
題

の
３
つ
の
各
課
題
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で

検
討
し
、
意
見
書
と

し
て
ま
と
め
る
計
画

で
す
。
ま
た
村
内
で

壬生沢のトンネル坑口予定地を視察

柏原の変電施設予定地を視察

想
地
域
や
発
生
土
運

搬
予
想
道
路
の
状
況

視
察
を
、
役
場
リ
ニ

ア
対
策
室
と
合
同
で

行
い
ま
し
た
。
準
備

書
を
基
に
、予
定
ル
ー

ト
上
に
イ
メ
ー
ジ
を

描
き
な
が
ら
生
活
や

環
境
へ
の
影
響
を
予

想
し
ま
し
た
。

　

視
察
後
の
意
見
交

換
で
は
ト
ン
ネ
ル
掘

削
の
発
生
土
の
処
理

村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

村
内
ル
ー
ト
、

施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
をををををををををををををををををををを
視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察

施
設
予
定
地
を
視
察

施
設
の
位
置
や
既
存
道
路

の
安
全
対
策
等
、
現
地
を

見
た
上
で
の
新
た
な
問
題

も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
水
の
影
響
に
つ
い
て
も
、

地
下
を
ト
ン
ネ
ル
が
通
過

す
る
福
島
区
で
は
渇
水
の

影
響
が
改
め
て
浮
き
彫
り

と
な
り
、
今
議
会
に
お
い

て
可
決
さ
れ
た
村
独
自
の

河
川
と
井
戸
の
水
質
、水
量

調
査（
補
正
予
算
２
０
０

万
円
）に
よ
る
今
後
の
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
注
目
さ
れ
ま

す
。

　

９
月　

日
、
ト
ン
ネ
ル

２６

坑
口
周
辺
と
変
電
施
設
予

定
地
、
水
源
へ
の
影
響
予
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総 務 産 建 委 員 会
　
　

年
度
も
早
6
ヶ
月
を

２５
経
過
し
、
今
や
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
ル
ー
ト
決
定

を
受
け
て
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
調
査
、
研
究
、
検

討
な
ど
、
議
会
内
で
も
そ

の
動
き
が
日
に
日
に
増
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

総
務
産
建
委
員
会
に
係

わ
る
部
分
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
リ
ニ
ア
特
別
委
員

会
が
所
管
し
、
必
要
が
あ

れ
ば
当
委
員
会
で
の
対
応

も
あ
り
得
る
と
い
う
点
だ

け
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
常
日
頃
、
当
委

員
会
は
、
外
に
出
る
こ
と

を
心
掛
け
、
現
場
を
中
心

に
村
内
各
所
の
日
常
、
開

発
、
再
生
、
維
持
、
荒
廃

な
ど
目
で
見
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
に
活
き
る
取
り

組
み
と
な
る
よ
う
委
員

各
々
が
努
力
を
し
て
い
ま

す
。

　

予
算
付
け
を
し
た
現
場

は
、
で
き
る
限
り
廻
り
、

施
工
前
、
施
工
中
、
施
工

後
の
時
を
選
ぶ
こ
と
な
く

視
察
を
し
、
最
終
的
に
は

そ
の
効
果
の
検
証
へ
と
つ

な
げ
、
決
算
や
次
の
予
算

審
査
に
つ
な
が
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
前
半
の

主
な
事
業
の
進
捗
等
は
、

写
真
の
通
り
で
す
。

歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
きききききききききききききききききききき
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
てててててててててててててててててててて
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
にににににににににににににににににににに
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

歩
き
、
見
て
、
次
に
活
か
す

総
務
産
建
委
員
長　

松　

村　

正　

三 

25年度は 
16戸の建築予定 
（写真はいずれも10月6日現在） 

大柏　3戸造成完了 中部三　3戸建築中

八王子　3戸建築開始 八王子　ミヤマブロイラー跡地取り付け道路の新設進む

戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅1111111111111111111111111111111111111111166666666666666666666666666666666666666666戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸建住宅16戸
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ　建築急ピッチに進む



（２０）

平成25年10月18日とよおか議会だより

社 会 文 教 委 員 会

子
育
て
、保
育
、教
育

村
の
体
制
に
大
き
な
変
革　
　

　

9
月
議
会
は
平
成　

年
24

度
豊
丘
村
決
算
認
定
が
主

な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
２
日

間
、
決
算
委
員
会
か
ら
再

付
託
さ
れ
た
所
管
事
項
の

審
査
を
村
か
ら
の
説
明
を

受
け
た
後
、
質
疑
や
意
見

を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
後
日
開
か
れ

た
決
算
委
員
会
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
に
お
い
て
は
、

委
員
会
で
も
、
予
算
ど
お

り
執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
も

重
要
で
あ
り
、
そ
の
成
果

を
生
か
し
て
次
年
度
の
予

算
に
も
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
第
一
の
目
的
と
し
ま
し

た
。

　

質
疑
や
意
見
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
決
算
委

員
会
の
質
疑
ペ
ー
ジ
に
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
審
査
結
果
を

ふ
ま
え
、
今
後
の
社
会
文

教
行
政
、
予
算
審
議
に
反

���������������������
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算
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日
間
に
わ
た
る
委
員
会
審
査

社
会
文
教
委
員
長　

片　

桐　

義　

憲

訂
正
と
お
詫
び

　

議
会
だ
よ
り
第　

号
（
６
月
定
例
会
）
内
、　

ペ
ー

６２

２０

ジ
の
委
員
会
だ
よ
り
の
見
出
し
及
び
本
文
中
、「
年
金
の

　

％
削
減
を
求
め
る
請
願
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く

２.５は
「
年
金
の　

％
削
減
の
中
止
を
求
め
る
請
願
」
で
す
。

２.５

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

来
春
の
新
し
い
社
会
教

育
施
設
の
完
成
を
期
に
、

総
合
型
子
育
て
支
援
教
育

の
体
制
の
見
直
し
強
化
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
か
ら
小
中
学
校

の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育

の
組
織
整
備
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
と
住
民
課
、

保
育
所
の
間
で
話
し
合
い
、

調
整
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
住
民
課
所
管

で
あ
っ
た
子
育
て
支
援
事

業
や
3
保
育
所
の
管
理
運

営
を
、
教
育
委
員
会
の
傘

下
に
置
く
も
の
で
す
。
教

育
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で

行
わ
れ
て
き
た
社
会
教
育
、

学
校
教
育
の
分
野
に
加
え

て
、
子
育
て
支
援
や
保
育

所
運
営
を
所
管
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後

充
分
な
論
議
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

村
の
保
育
、
教
育
体
制

の
大
き
な
変
革
で
す
。
委

員
会
と
し
て
も
、
村
民
の

皆
様
の
不
安
の
払
拭
を
第

一
に
考
え
、
今
後
の
動
向

に
注
視
し
、
提
言
し
て
ま

い
り
ま
す
。

完成が待たれる社会教育施設（完成予想図）
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みんなの声 

発行責任者

　議　　長　下　平　豊　久

編集委員会

　委 員 長　松　下　　　亨

　副委員長　酒　井　浩　文

　委　　員　大　原　千賀子

　委　　員　吉　川　明　博

　委　　員　唐　澤　啓　六

◇　

月
の
上
旬
と
い
う
の
に
昼

１０
間
は　

度
に
近
い
気
温
の
日
が

３０

あ
り
ま
す
。
今
年
は
松
茸
が
豊

富
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、
友

人
と
９
月
上
旬
に
豊
作
祈
願
の

懇
親
会
を
し
た
の
が
効
い
た
よ

う
で
、
早
め
に
食
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝

◇
こ
の
号
を
お
読
み
た
だ
い
て

い
る
頃
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
準
備
書
の
説
明
会
が
終
わ

り
、
話
題
沸
騰
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
、
抜
け
目
の
な

い
説
明
に
感
心
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

◇
も
み
じ
狩
り
の
季
節
に
な
り

ま
す
が
、
入
山
禁
止
の
山
に
は

入
り
ま
せ
ぬ
よ
う
に
、
李
下
に

冠
を
正
さ
ず
、
と
の
た
と
え
も

あ
り
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
開
通
を
目
標
に
！

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
の
今
頃
と
比
べ
ま
す
と
、

世
の
中
は
様
変
わ
り
で
す
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
円
安
に
よ
り
景
気
も
上
向
き
、

デ
フ
レ
脱
却
も
可
能
に
な
っ
て
来
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
都
会
と
田
舎
の
差

は
有
り
ま
す
が
、
徐
々
に
景
気
も
良
く

な
っ
て
く
る
こ
と
と
、
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
横
浜
ゴ
ム
の
工
場
誘
致
、

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
、
2
0
2
7
年
、　

年
後
の
リ
ニ

14

ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
、
リ
ニ
ア
駅
の

設
置
箇
所
決
定
、
東
京
へ　

分
、
名
古

40

屋
へ　

分
、
簡
単
に
日
帰
り
の
で
き
る

25

リ
ニ
ア
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
秋
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
壬
生
沢
区

で
こ
こ
2
年
程
か
け
て
、
村
道
壬
生
沢

線
沿
線
の
里
山
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
、
日
陰
地
、
凍
結
道
路
の
解
消
、
見

通
し
も
良
く
な
り
、
沿
線
が
す
っ
き
り

し
て
明
る
く
な
り
、
気
持
の
良
い
道
路

環
境
と
な
り
大
変
好
評
で
す
。
ま
た
不

法
投
棄
も
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。
リ
ニ

ア
の
開
通
時
、
政
治
経
済
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

リ
ニ
ア
開
通
と
い
う
大
き
な
目
標
が
で

き
ま
し
た
。

　

現
在
各
区
の
対
応
で
行
っ
て
お
り
ま

す
里
山
整
備
等
の
環
境
整
備
事
業
を
、

リ
ニ
ア
開
通
ま
で
に
村
を
挙
げ
て
取
り

組
ま
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
豊
丘

村
に
は
、
素
晴
ら
し
い
自
然
が
た
く
さ

ん
有
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
恵
ま
れ
た

自
然
が
、
現
在
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
荒

れ
放
題
で
す
。
特
に
山
林
、
中
山
間
地

の
農
地
も
荒
廃
し
て
山
林
化
し
て
お
り

ま
す
。河
川
も
荒
れ
て
汚
れ
て
お
り
ま
す
。

都
会
の
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
誰
も

が
住
ん
で
み
た
い
村
に
、
緑
と
清
流
の

村
に
、
そ
の
た
め
に
は
村
全
体
の
自
然

環
境
整
備
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
と
我
が

豊
丘
村
を
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
リ
ニ

ア
開
通
時
に
は
、
ぜ
ひ
住
ん
で
み
た
い
、

住
ん
で
良
か
っ
た
、
自
然
豊
か
で
、
素

晴
ら
し
い
環
境
の
村
に
整
備
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
し
ま
す
。

壬生一昭
（壬生沢西）




